
■2004年後期に行った大学１年生向けの講義録をもとに、
「読者に媚びることなしに、難しい内容をかみ砕いて伝える」
ことを執筆目標に掲げた著者に、「では、高校で微分積分の
授業には出ていたけど、公式なんて忘れちゃってるなあという
人でも、なんとか読めるようにお願いします！」という
編集からの要望にも応えるべく、十二分にウデをふるって
いただきました。

■読者の感想から……
★近頃、計算主体の微積の本が多く、高木貞治『解析概論』に続く本がなかった。
　この辺りの数学の理論をわかりたい学生には救世主となるだろう。
★大変 見やすく、ゆったりと書かれている。
★なるほど、テーラーさんって、バッハみたいな髪型してたのね！
（→生まれ年も同じですよ）
★位相以外では、高校生でも読めるね。高校の授業で使ったら面白いかも。
★巻末のガイドブックが親切である。


